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本論文は、 3 部からなりたっている。第 1 部は、 1 章のみから構成されており、先行研究のサーベイや事例研究等
により、経済学の知見を実際の都市住宅政策の企画立案過程に取り入れるための条件が整理され、実験・実証的な手
法の採用が強く勧められている。
第 2 部では、「賃貸住宅市場における高齢者差別j に関連する問題を取り上げて、監査調査法という実験的手法を
用いた分析結果が示される。第 2 章で、米国で人種差別等を検出するために発展してきた監査調査法か解説される。





調査(12002 大阪 住宅監査調査J) に基づく、高齢者差別の原因に関する仮説検定結果が報告されている。その結
果、高齢者への入居差別は、人々の差別噌好に基づくものではなく、統計的な差別に起因することが示されている。
第 2 部で用いられた 2 つの住宅監査調査は、日本で、初めて行われたものである。また、第 2 部は日本では行われたこ
とがなかった監査調査手法に関する詳細なマニュアルとしての役割も果たしており、今後この種の調査を行う場合に
参考になる。









第 4 部においては、政策の効果の説得的な予測手法として、社会実験の採用が強く勧められている。まず第 9 章で
は、米国で発展した社会実験手法が解説され、現在わが国で活用されつつある実験的手法が評価される。第 10 章で
は、まず、米国で展開された住宅補助実験のサーベイがなされ、次に、わが国の低所得世帯の居住分布に関する分析
を踏まえて、今後の政策の方向性が整理される。例えば、大阪府の公営住宅の地域配分が、低所得者の集中傾向をも
たらしている可能性などが示され、社会実験の実施を踏まえたバウチャーの検討が行われるべきことが示される。終
章では、政策インプリケーションが総合的に整理されている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、監査調査法を用いた賃貸住宅市場における高齢者差別の検証および、へドニックアプローチによる災害リ
スクと地価・家賃に関する実証分析を行い、都市住宅政策のあり方を経済学的に分析したものである。住宅監査調査
という新しい実験的手法の利用、巧みな仮説検定の設定、厳密な計量経済学的分析といった特徴をもっ本論文は完成
度が高く、経済学への優れた貢献となっている。したがって、本論文は博士(経済学)の学位を授与するにふさわし
い業績であると判断する。
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